
る（下図表）。このサイクルをクリーニング事業者側も意識して啓発を行うことが、利用者の理解度・
納得度を上げることにつながると考え、本提言の基調テーマにも据えている。　
　家庭科の教科書の記述がどうなっているのか一度読んでみることは学校教育に限らず、今後の利用者
啓発全般に活かすヒントを得るきっかけになる。そして「どう洗濯やクリーニングについて説明するの
が分かりやすいのか」を考えることで、利用者の目線に立った視点を養うことができる。
　なお、中青会では家庭科の教科書で紹介されている例を参考に、一度着用した衣類は目に見える汚
れやシミがなくても汗や垢汚れが付着していることを、タンパク質に反応する試薬（ニンヒドリン試
薬）を用いて可視化する実験を行い動画を制作した。この動画を各出前授業や店頭で活用できるよう
YouTubeにも公開している。

●関連記事　クリーニングニュース2018年３月号掲載
「正しい洗濯行動を発信するために　家庭科の教科書・出前授業研究」

●教科書の購入方法
　教科書を学校に納入している書店や教科書・一般書籍供給会社で購入できる。また、都道府県が
設置する教科書センターで誰でも閲覧が可能。

・一般社団法人全国教科書供給協会　http://www.text-kyoukyuu.or.jp
・文部科学省　教科書Ｑ＆Ａ　http://www.mext.go.jp
　トップページ→右上検索窓で「教科書Ｑ＆Ａ」と検索

●中青会制作・ニンヒドリン試薬実験動画（約6分）
　・中央青年部会　https://www.cleaning-seinenbu.net

トップページ→メニューより「出前授業関連動画」
→「ニンヒドリン試薬を使ったワイシャツの汚れを確認する実験」
※password:「vision」（半角小文字）　 実験では試薬の反応で汗や皮脂

汚れを可視化することができる

洗濯の主な失敗例
洗濯で縮んだセーター（毛）の
ビフォーアフターを示したもの

塩素系漂白剤で部分的に脱色したシャツ

衣類の素材に適した手入れが必要であることを洗濯の失敗
事例とともに記しています。取扱い表示の意味を理解して、
適切な手入れ方法を選択できることが目標です。
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1

左：洗濯前 右：洗濯後
弱アルカリ性の
洗剤で洗濯機
洗いしたもの

漂白剤を使う時は、
注意事項を確認する

30℃の液温で中性洗剤を使って、
弱い手洗いをする

！

▶

着用後の目に見えない汚れを
可視化したもの

目に見える汚れ以外に、着用した衣類は汗や皮脂などで汚れ
ていることを示した実験です。
また、汚れは衣類の見た目を悪くするばかりでなく、汗の吸
収や通気性などの機能を低下させることも解説しています。

肌着として１日
着ていたＴシャツ
シワが付いているが、
見た目で汚れはわからない

ニンヒドリン試薬で
反応させたＴシャツ
汗や皮脂など目に見えにくい汚れも、
特殊な試薬を用いることで見ること
ができる。濃色（紫色）になった部分
が、見えない汚れに反応した部分。

見える汚れと
見えない汚れが
あるんだね

！

衣類の汚れと手入れについて


